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営農よろず相談のご案内 ●電話番号
（097）544－６４６２
●受付時間
　　月・水・金曜日（祝日は除く）８:30～ 17:00
　　（受付時間以外の時間帯は、留守番電話となります）

●設置場所　営農部

※通話料は相談者負担とな
　ります。おかけ間違いの無
　いよう、ご注意ください。

「営農よろず相談」では、  
  ・農作物の栽培方法に関すること
  ・病害虫の防除に関すること
などを中心にご相談を受け付けております。何かお困りのことが
ありましたら、身近な相談先としてぜひ一度ご利用ください。

家庭菜園の
疑問にお答えします!

それぞれの野菜の種の寿命を教えてください。

野菜の種子の寿命は、野菜の種類別にかなり違うので昔から各種栽培技術書に記述があります。
その例を 2つほど示します。（別表例１、例２）いずれも室内に常温で貯蔵した場合の強弱や

年数です。低温（５℃）、乾燥条件で寿命が伸びるのでまき残した種は茶筒などに入れて密閉し、
直ちに冷蔵庫にいれておきます。

畑の準備をするときに石灰をまくのは、酸性の土壌を正常（野菜の場合、酸性の程度を表す
pH値で 6.0 ～ 6.5）にしたり、肥料成分としてのカルシウムやマグネシウムを補給するのが
目的です。露地の畑は降雨や施した肥料の影響などで少しずつ酸性化しますので、酸度の矯
正が必要になりますが、一般的には 1年間に苦土石灰で１a当たり5kg ～10kgくらいすき込
むようにするとよいでしょう。次に、土をやわらかくすることは野菜作りでは特に大切です。
固い土をやわらかくするには、土壌微生物の働きで土の粒子を団粒化させる必要があります。
土壌微生物の働きを活発にするためには、有機物（堆肥）を補給することと、土の酸度を正常
にすることが大切です。その他、堆肥には畑にすき込むと土の中に隙間を作る効果も高く、
土をやわらかくするのに役立ちます。石灰類と共に施用を欠かさないようにしましょう。

畑の準備は「石灰をまく」とありましたが、どの苗づくり、植え付けにも
まきますか？土が固くなりますが、どうしたらやわらかい土になりますか？
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《例1》 貯蔵力の強い野菜と弱い野菜 《例2》 野菜種子の寿命
貯蔵力の強弱

注） ○印はとくに強いもの、×印はとくに弱いものを示します。

貯蔵力の
強い野菜

Ａ．短命種子
　（１～２年）

Ｂ．やや短命種子
　（２～３年）

Ｃ．やや長命種子
　（２～３年）

Ｄ．長命種子
　（４年以上）

ネギ、タマネギ、ニンジン、
ミツバ、ラッカセイ

キャベツ、レタス、トウガラシ、
エンドウ、インゲンマメ、ソラ
マメ、ゴボウ、ホウレンソウ

ダイコン、カブ、ハクサイ、
漬菜類、キュウリ、カボチャ

ナス、トマト、スイカ

野菜の種類 種子の寿命 野菜の種類

ダイコン、カブ、ハクサイ、ツケナ、○ナス、
○トマト、キュウリ、スイカ、カボチャ、
マクワウリ、ビート、○シュンギク、オクラ

貯蔵力の
弱い野菜

キャベツ、レタス、×ミツバ、×ネギ、×タマ
ネギ、トウガラシ、ゴボウ、ニンジン、セルリー、
ホウレンソウ、エンドウ、インゲンマメ、ソラ
マメ、ラッカセイ、スイートコーン、×シソ、
×ウド、アスパラガス
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育　　苗

じかまき

完熟すればピーナッツですが、未熟なうちに早採りして
ゆでて食べるのもおいしいものです。日照が多く、高温の
条件でよく育ちます。土中のセンチュウを減らすと言われて
おり、輪作におすすめです。
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子房柄

子房（サヤ）

し  ぼうへい

し  ぼう

マルチ栽培の場合は、
フィルムに穴をあけ
て施す

株の側方に肥料をば
らまき、竹べらなど
で土に混ぜ込む

化学肥料 竹べら
など

④土
つち

寄
よ

せ
　草丈が30cm～40cmに伸び、分枝して
きたころに行います。マルチフィルムがあ
れば取り除きます。
　　　●立ち性品種の場合
　株元付近の約15cm
くらいの範囲に土を
寄せる。
　　　●這い性品種の場合
　分枝した枝の周辺
にやや広めに土を寄
せる。
　　　※サヤの着

ちゃく

生
せ い

　開花後数日たつと子
し

房
ぼ う

柄
へ い

が地面にむかっ
て伸び始め、土中に潜入し子

し

房
ぼ う

（サヤ）が太
り始めます。

　　　
⑤収穫
　若サヤの収穫は、サヤが肥大して実が硬
くなる前が良いので、8月中旬〜下旬頃に
行います。掘り上げた後に洗って、サヤの
まま40分塩ゆでして食べます。
　完熟サヤの収穫は10月中旬になりますが、
掘り上げた後、2〜3日天日で乾燥して保
存します。

①畑の準備
　１㎡当たり、石灰を大さじ３～５杯ほど
を種まき・植え付けの半月くらい前にまいて、
畑をよく耕しておきます。蔓

つ る

ぼけ防止のた
めに元肥は施しません。畝

う ね

幅40cm、高さ
10cm～15cmの畝を作りましょう。
　　　
②種まき・苗づくり・植え付け
●育苗する場合

　本葉2枚のころ、1カ所に2株を株間
30cmで植え付けましょう。
　　　●じかまきする場合
　１カ所に２～３粒の種をまき、芽の背丈が
4cm～5cmに育ったら間引きして２本を
残します。本葉2枚のころ、株上20cm〜
25cmの所にテグスを張り、カラスなどに
よる被害を防ぎましょう。
　　　
③追

つ い

肥
ひ

　追肥は側枝が伸び始めるころ、カリ成分
の多い化学肥料を若干施します。チッ素が
効きすぎると蔓

つ る

ぼけしやすく着
ちゃく

莢
きょう

が不良に
なります。

ＱＲコード読み取り
でバックナンバーが
確認できます
（スマートフォン対応）

72穴セルトレイに種を
1粒ずつまく

指先で種を1cmの
深さに押し込む

本葉２枚の
苗に仕上げる
本葉２枚の
苗に仕上げる

株のまわりにクワを入れ
て試し掘りする。株を浮
かせて引き抜くとよい。

サヤをはずすときは、竹
をコンテナに固定し、乾
いた茎葉をたたきつける
と効率がよい。


